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第 4 節 保守党統治に よ る く救出〉
(1)ユニオンの成功
(2)ソールズベリ政権の実績












ブリテン政治史上， 1886""'"1905 年は し ば し ば く保守党支配の時代〉 と 呼ばれる。1892 ,.....,





守党による 120年間にわたる政治の支配」は， 1近現代ブ リ テ ン の政治にお け る最 も顕著で重
要な現象の 1つJ 1近現代政治史の最 も印象的な政治的達成の l つ」 と評価さ れてい る I)。
〈保守党支配の時代〉到来の引き金となったホーム・ルール・クライシスの概略を確認し
ておこう。 1 885年総選挙の結果(獲得議席数は，自由党 3 19，保守党 249，ナショナリスト党 86)は
自治を求めるアイルランドの有権者2)の意志を明示したとの認識に達したグラッドストン
は， 1886 年1 月 に ナ シ ョ ナ リ ス ト 党を率い る チ ャ ー ルズ ・ ス テ ュ ア ー ト ・ パー ネ ルの支持を
得て首相の座に就くと，ホーム・ルール法案(第 l次)提出の意向を明らかにした。これに対
し，ハーティントンを中心とする自由党内ホイッグ派は政権への参加を拒否，党内急進派の旗
手ジョジフ・チェンパレンも，法案の修正に失敗すると，政権を離脱した。 1886年 4月 8日
に提出されたホーム・ルール法案は，自由党議員のうち 93人が反対に回ったため， 6 月7 日 ，




1892 年か ら第4 次政権を率いた グ ラ ッ ド ス ト ン は1893 年に第2 次ホ ー ム ・ ルー ル法案を提









































ターのアイルランド選出議席に関する規定を覆したことであり，選出議席数の削減(1 03 か ら
80 に ) と投票権の制限を施 し た う えで， ア イ ル ラ ン ド選出議員が ウ エ ス ト ミ ン ス タ ー に出席す




























の法学教授 A. V. タ イ シ は ， I グ ラ ッ ド ス 卜 ン が構想す る 国制は イ ン グ ラ ン ド と ア イ ル ラ ン ド
の国制的関係の最終的な決着でも長続きする決着でもありえないJ I ホ ー ム ・ ル ー ル は分離へ
の中間地点である」と断言している 11)。そして，ホーム・ルールは第 1段階にすぎないという
見通しを裏書きするような発言が，実際にナショナリストによって行われでもいた。 1885年
1 月21 日 のパー ネ ルの演説は よ く 知 ら れてい る 。
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テン国制の下では，グラタン議会[1782 '"-'180 年の ア イ ル ラ ン ド に存在 し た大幅な 自治
権を有する議会]の再建以上のもを要求することはできません。しか，ネイションの
前進に限界を設定する権利など，誰もっていなのです lヘ
第 l 段階た る ホ ー ム ・ ルー ルの次に来る と ホ ー ム ・ ル ー ル反対論が想定 し てい たの は ア イ ル
ランドの分離独立であり，ナショリスト党やグラッドス卜ン派はしば「分離党」と呼ば
れた。愛国主義的な論調で知られ，リーグに関する報道にも熱心だった新聞『イングラド』
を発行していた保守党議員エリス・アシュミード・パートレッにいわせれば， Iホ ー ム ・











































テン人不在地主を含む)の財産は土地戦争 0879 ~ 82 年， 後述) の展開の中で脅威に さ ら さ れて
きたが，ダブリン議会という後ろ盾を得るなら，土地に関するアイルランドの借地農の要求に
拍車がかかると危倶されたのである。しかも，ホー ム・ルー ルを突破口として，私有財産権へ
の脅威はブリテンにも流れ込むと考えられた。]. S. ミ ル批判で、知 られ る ジ ェ イ ム ズ ・ フ イ ソ ツ
















jレ ー ルが多岐にわ た る切 り 口か ら批判さ れた こ と を ま ずは確認 し てお き た い。






































年 2月のアルスター訪問に際し，チャーチルは， I国民同盟の支配」 の下に あ る ア ルス タ ー以
















2 次法案の審議の在 り よ う に不満を表明す る 「 タ イ ム ズ』 は以下の よ う に い う 。
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ランス革命の記憶によっていよいよ強められ， Iア イ ル ラ ン ド に お け る フ ィ ニ ア ン の収奪に よ
る支配」と「フランスにおけるジャコパンの収奪による支配」とは同種とされたのである。ま
た，ナショナリズムとアイルランド人移民の浅からぬつながりゆえに，同様のコンテクストで






いと望んでいる者」でもなく， Iイ ン グ ラ ン ド を憎悪す る こ と を公言 し ， イ ン グ ラ ン ド の利害
に敵対する者J I外来の金や外来の支援を受けて， イ ン グ ラ ン ド の破壊を企てた い と望んでい る
者J I イ ン グ ラ ン ド に対す る ア イ ル ラ ン ド人の心情を毒す る こ と だけを務め と …… し て き た
者」だというのである 32)。もちろん， <フランスやアメリカとの結託〉のイメージも，くイング
ランドへの敵意〉の根拠の lつに位置づけられる O














漢〉に同定する効果をもった。 1886年 2月 22日のベルファストにおけるチャーチルの演説が
最も包括的な一例といえるかもしれない。「パーネル氏が直接にコントロールしている力」と
は， I海外の エ イ ジ ェ ン シ に よ っ て生み出 さ れ， 海外の資金に よ っ て育て られ， 殺人， 暗殺，
ダイナマイトによって活動し，夜間の略奪や真夜中の殺裁によって零細農民を恐怖に陥れ，暴



















た。 J36 ) <暴力的・犯罪的〉な嫌がらせを避けたいがために，アイルランド人はナショナリスト
に同調するふりをしているだけだ，という主張である。
52
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は大きな害 a greatdaleofharm を為 し た。 一 一 ・ ・ ノ f ー ネ ル氏Misther Parnellは金持ち








盟やら meet in ' s anddrinkin'andLandLagin' にかかわ り あ う 代わ り に ， き ち ん と 仕事








































































































トレッ卜は， Iア ナ ー キ ー の本能J I個人の 自 由の抑圧J I無法な テ ロ リ ズム の専制」 を特徴 と
する「コネマラのケルト」に， r諸大陸に植民 し ， 広大な諸国を文明化 し ， 何万 も の異質な国
民に法とよき統治を与えてきたJ I偉大な帝国的人種」 た る イ ン グ ラ ン ド人を対置 し てい る O
こうしたアングロ・サクソニズムの人種論からすれば，手に余るであろうホーム・ルールを得












ていないものの，マシュー・アーノルドは， 1886 年1 月18 日付けの手紙の中で， I生来の イ ン
グリッシズム Engl ishismと忠誠心のセンター」であるアルスターのイングランドとの同質性












に付与している。いわく， I ロ ー マ ・ カ ソ リ y ク 教会の聖職者が行使す る精神的な それだ けで
なく強力な政治的影響の下にもある」ためナショナリストの扇動に容易に操られてしまう，寛
容を重んじ自由を愛する者たちではない，あるいは， Iイ ン グ ラ ン ド を憎む こ と をやめ た こ と
のない祖先たちの長い系譜」をヲ|く者たちであり， I き わめて好戦的」 であ る ， 等々 。 そ し て，

















ド・ユニオニスト」として活躍したゴールドウィン・スミスのことばを借りるなら， Iア イ ル
ランド人の政治的本能はシティズンのそれではなく土民のそれ」であって， Iア イ ル ラ ン ド の
ケルトが依然として議会制統治の能力を欠いている」のは明らかだということである。 1886
























リーグが組織した第 2次法案反対の議会請願には， Iア イ ル ラ ン ド独自 の立法府の創設は ア イ
ルランドの忠誠な住民たちの生命と財産を危険にさらす」という一節があるが，ここで想定さ
れているのは明らかに勤勉で知的であるがゆえに財産にも恵まれたアルスター・プロテスタン






















17 世紀を把握す る構図は， マ コ ー リ に よ っ て， そ の ま ま1880 年代に も適用 さ れた 57 ) 。
- 60-
















を受け継ぐわれわれの親類知己……である。J I人種において も宗教にお いて も キ ャ ラ ク タ ー
においても，彼らは，現時点でパーネル氏の支持者たちによって代表されているアイルランド
国民の一部分とよりも，イングランドやスコットランドに居住する仲間の臣民とより密接に結
びついている。」チャーチルによれば， Iア イ ル ラ ン ド の プ ロ テ ス タ ン ト は本質的に イ ン グ ラ ン
ド国民のような人々」であり， Iイ ン グ ラ ン ド と一体」 であ っ た 59 )。 ア ン グ ロ ・ サ ク ソ ニ ズム
の拡張的適用はアルスター・プロテスタントをも対象に包含し，彼らを自分たちの仲間ないし


























(2) ア ルス タ ー ・ プ ロ テ ス タ ン ト の危機
第 2節で見たように，ホーム・ルールは人種的にく劣等〉な者たちによる支配として把握さ
れていたが，アルスター・プロテスタントに引きつけて論じられる場合，圧倒的に強調された








できない権利である宗教的自由の喪失を意味するでしょう。「ホー ム・ルー ルはロー マの
支配を意味する」という古くからの，そして忘れられ気味の格言の厳粛な真理を，有権者
に説き聞かせ，認識させるのです 65)。
ロー ム・ルー ルという事態は，第 3次法案をめぐる闘争の際にユニオニストを率いることにな
るエドワー ド・カー スンにいわせれば， Iア イ ル ラ ン ド のプ ロ テ ス タ ン ト に し て ロ イ ア リ ス ト
な住民にほとんど革命に近い変化と帰結をもたらすに違いな」かった。ホー ム・ルー ルは，
- 62










フ、、ルとレジナルド・ベネットは， I こ の国に守るべ き利益を有す る者た ち に と っ て ， ホ ー ム ・
ルールが意味するのは，彼らの生命の危機と，商業にかかわるそれであれ土地にかかわるそれ
であれ，彼らの財産の確実な喪失」であるとの結論を導いている。アルスター・プロテスタン









たった 1つの条項も」含まれていなかった。保護条項もないままで， I暴動， 略奪， そ し て間
接的には暗殺にさえよって権力を獲得し，アイルランド議会を掌握した者たちから，ロイアリ


































ンいわく， Iわれ ら の仲間の シ テ ィ ズ ン 」 であ る 「 ア ル ス タ ー の勤勉で遵法的な住民」 の生命
と財産を見捨てることは「大いなる背信と不名誉の行為」であった。ソールズベリはウエスト
ミンスターの責務をこう指摘する o I議会に は ア ルス タ ー の人々 を統治す る権利はあ り ま すが，
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ただし，本当に内戦が不可避となった場合，ブリテンからどれほどの支持が寄せられるか，
この点についてアルスター・プロテスタントが楽観的でいられたわけではない。「試練の時が























<2 つ の ア イ ル ラ ン ド 〉 を強調する議論は， ホ ー ム ・ ルー ルは必然的に一方 (多数派) に よ る
他方(少数派)の抑圧に帰結する，という結論を導くにあたって有効であり，広く活用され
た 75 ) 。





えるならば， 1セ ク シ ョ ン の一方を他方の絶対的支配者にす る の は 目 に余る不正」 であ る 。 「 ア
イルランド議会は， 2 つの激 し く 対立す る セ ク シ ョ ン の う ち の少数派を， 多数派の無制限な圧

























直面しているものの，大きなダメージを現実にはまだ受けてはし 1な l \。つまり， <災難〉が予
言されてはいても， 2 人の主人公の対峠が実際に し 1かな る展開を見せ る こ と に な る のか， 依然
として行方は定まっていないのである。
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第 4節保守党統治によるく救出〉恥
2 人の主人公ほ ど頻繁に論及さ れたわ けではな いが， ホ ー ム ・ ル ー ル反対論に は く悪漢〉 か
らく潜在的犠牲者〉をく救出〉する役割を担う存在も登場する。事態の打開策としてホーム・





恵、を受けてきた，という認識があった。 1 1 800年にユニオン法が通過するとすぐに，社会の平











第 2次法案への反対運動においては， 1886 年以降の第2 次 ソ ー ル ズベ リ 政権の対ア イ ル ラ
ンド政策がひときわ高く評価された。ユニオンがアイルランドに与えた恩恵は，アイルランド
担当相アーサー・バルフォア(在任 188 7 - 91 年) の下での統治に よ っ て最 も集中的に実現さ れ，
「多くの，さまざまな，永続的な改善」がもたらされたというのである 80)。
ソールズベリ政権の対アイルランド政策の眼目は， Iア イ ル ラ ン ド全体への完全な正義」 を
実現すること， Iア イ ル ラ ン ド国民が被っ てい る本当の苦境をすべて解消す る こ と J ， I法を維
持することJ，等々と表現された8] )0 I ア イ ル ラ ン ド全体への完全な正義」 と い う 表現は ア ルス
ター・プロテスタントへの配慮の重要性を指摘するものである。また， I本当の苦境」 な る言
い回しには，ナショナリストが声高に申し立てるアイルランドの「苦境」の多くが実際にはさ





するホーム・ルール反対論の多くに共有されており， rガゼ ッ ト 』 に掲載さ れた 「有権者への



















っ静穏で、あった頃のことです。秩序と繁栄の時代でした。 J85 ) <悪漢〉が撹乱してしまったく JI国
風満帆だった昔〉への回帰こそがく救出〉の内実なのであった。
第 5 節 中間総括 : ホ ー ム ・ ルー ル反対論の構造船










































以上のようなホー ム・ルー ル反対論の基本的構造は，なによりも「善悪の二極化 J I善悪二
元論的な葛藤」を骨格としているという意味で， <メロドラマ〉のそれに通ずるものといえよ
う 88)0 <メロドラマ〉仕立ての語りの様式が 19世紀イングランドのポピュラー・ポリティクス




















(3)ホー ム・ルー ル反対論のアビー ル力
簡単に中間総括しておこう。 2つのテー マ(ナショナリス卜のく圧制)，アルスター ・プロテスタ



















































の支部からの需要が大きく，こうした要請に応えて， 1888 年2 月 ， リ ー グ指導部は さ ま ざ ま な
トピックに関するスライドのセットを用意し，それを支部に貸し出す活動を本格化させる。以





「ガゼット』は， 1888 年末か ら1889 年初頭にかけて， I最 も力強 く ユ ニ オ ニ ス ト 党の原則を







l 深 く 悩み， 絶望 し ， 下を向いてい る エ リ ン に ， ジ ョ ン ・ フ、、 ルが子を差 し伸べる 。
2 エ リ ン は上を向いて ジ ョ ン ・ フザルの顔を見， 自 ら の手を彼の手と つ な ぐ 。
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語りのセッティングを設定するのがこの部分である。冒頭では， rエ リ ン J = ア イ ル ラ ン ド が
「悩み」と「絶望」に苦しんでいる現状が提示されるOその元凶がナショナリストの台頭であ
ることは，指摘する必要もないほど自明ということなのであろう。「再び平和的に」とあるよ




4 繁栄の時代の ア イ ル ラ ン ド の農場。
5 土地同盟の時代の同 じ農場。






9 ア イ ル ラ ン ド にお け る家畜の損傷 [農民運動の中で用 い られた嫌が らせのー形態] 。
この部分の役割はく悪漢〉の性格を具体的に示すことであり，彼らはなによりも暴力に結び、つ
けられて表象される。同時に， r夜襲J r家畜の損傷」 の描写で シ ョ ッ ク 効果 C ( メ ロ ド ラ マ 〉 の
常套子段)を出すことも期待されている。
10 1888 年の ベ ル フ ァ ス ト ， ロ イ ア リ ス ト の大集会の光景。
11 ア イ ル ラ ン ド の借地農が， 地代を進んで支払お う と す る者た ち に対 し て ど う し て [嫌
がらせを]しなければならなし、かを示す。







ユニオンを破壊する勢力に位置づけられ， rハ ー プJ = ア イ ル ラ ン ド世論の支持を も た な い ま ま ，
ユニオニストとの聞に二者択一的な対抗関係を形成させられる。
13 正義， 法， 秩序を表す図柄。
14 右手にパル フ ォ ア氏， 左手にハ ー テ ィ ン ト ン卿を配 し た ソ ー ルズ、べ、 リ 卿。














とは間違いな l ' o
次に，優勝こそ逃したものの， rガゼ ッ ト 』 編集部か ら コ ン ペ テ ィ シ ョ ン の求め に最 も よ く
応えていると評価されたリンカンのコーラ・].マーシャルの作品。
l ポ ー ト レ イ ト 。 中央に ソ ー ルズ、ベ リ 卿， そ の横にハ ー テ ィ ン ト ン卿 と チ ェ ンバ レ ン氏。




2 悪 し き 強圧。 ス ラ イ ド を半分ず、つ に分割 し ， 一方に は カ ー テ ィ ン の殺害， 他方に は
力一ティン殺害後，民衆にボイコッ卜されるカーティンの娘。
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3 正当 な強圧。 ア イ ル ラ ン ド 王立警察の長官 と し て 「夜襲」 の悪漢を逮捕す る ア ー
サー・パルフォア議員のポートレイト。





4 ウ ィ リ ア ム ・ オ ブ ラ イ エ ン氏 [ナ シ ョ ナ リ ス ト 党指導者] の ズボ ンBreeches。 そ れ
は「法J I秩序J I忠誠J I真理J I誠実J I名誉」 等々 と書かれた緑色の大き な柄の
入ったズボンである。各々の柄には穴ないし裂け目がある。その下には「オブライエ
ンの約束違反 BreachesJという説明文。
5 2 つ の巻物。1 つ に は ， Iプ ラ ン ・ オ ヴ ・ キ ャ ン ペ ー ン は民衆が貧 し く 負債を支払え
ないために実践された」と書かれている。もう 1つには， 1886 年6 月 か ら1887 年6
月までの聞にアイルランドの郵便局貯蓄銀行の預貯金が 2，592，000ポンドから
2，802，000 ポ ン ド に上昇 し て い る こ と を示す計算書が書かれて い る 。 巻物の下に は ，
「貧しい人々の地代はここへ行った」という説明文。
6 土地追放。 危機に瀕 し た ア イ ル ラ ン ド の レ デ ィ が， I地代不払い」 を叫び， 蔑むよ う
に前景の救貧院を指差す暴徒たちに固まれながら，家から追い出される。














8 ア イ リ ッ シ ュ ・ シ チ ュ 一 。 「パー ネ ル派の ジ ュ ー ス 」 と い う ラ ベルの貼 ら れた鍋をか
き回しているサ-・ウィリアム・ハーコート議員[グラ yドストン派の自由党議員，
1886 年 と1892 '"-95 年に蔵相L 1ハ ー コ ー ト のハ ッ シ ュ ， ち ょ う ど よ く で き ま し た」
という説明文。
9 11886 年総選挙， ユ ニ オ ニ ス ト に106 議席の多数」 と書かれた ス ラ イ 1"' 0 大敗を喫す
る G. O . M. I分離主義者の過てる指導者， Gフラット」という説明文。
10 庶民院に予算案を提出す るG.]. ゴ ソ シ ェ ン議員。 「ユ ニ オ ニ ス ト 蔵相，G シ ャ ー プ，
2，377，000 ポ ン ド の余剰金」 と い う 説明文。
11 ホ ー ム ・ ル ー ル法案を掲げる グ ラ ッ ド ス ト ン氏， 1 ア イ ル ラ ン ド が道を塞いでい る 」。
地方自治法案を掲げるリッチ一議員[画期的な 1888年の地方自治法を成立させた第
2 次 ソ ー ルズベ リ 政権の地方行政長官J o 消火器であるこの法案はグラッドストンの
方へ発射され，グラッドストンは消えてしまう。
この部分で描かれるのは，パーネル派に追随するばかりで財政運営において無能なグラソドス




た， 4 に 見 ら れ たBreeches とBreaches の語呂合わせ も そ う で あ る が， 1 ア イ リ ッ シ ュ ・ シ
チュー J 1ハ ー コ ー 卜 のハ ッ シ ュ J ， あ る い は フ ラ ッ ト と シ ャ ー プの コ ン ト ラ ス ト は ， オ ー デ ィ
エンスの笑いを誘うための仕掛けとしても機能していると思われる。つづく 2枚のスライドは
ホーム・ルールとは直接かかわらない内容のものである。
14 愛情を込めて子をつ な ぐ3 人の姉妹。 中央に は， ヘ ル メ ッ 卜 と 胸甲 ， 三又の矛を身に
つけたブリタニアOその横にはナショナル・コスチュームを着たスコットランドとア
イルランド。「誰が分離するというのか」というモット一。
これまでの流れに， 1分離J C ホ ー ム ・ ル ー ル は分離に他な ら な い と い う 含意) に反対す る と い う 結
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出〉の担い手たりうるのは)保守党統治下のイングランドということになる O
15 赤， 白 ， 青の グ ラ ウ ン ド に大 き な プ リ ム ロ ー ズ。 プ リ ム ロ ー ズの真ん中に は帝国の冠
をかぶった女王陛下のポートレイト。その上には， I真の ホ ー ム ・ ルー ル， 帝国 と 自
由」というモットー。その下には， I真の ホ ー ム ・ ルー ラ ー ， 女王に神の恵みを」 と
いうモッ卜一。
いわばもう lつの結論が提示される部分であり，連合王国の表象である「赤，白，青J =ユニ












8910 騒乱状態にあ る ア イ ル ラ ン ド の光景。
121314 平和的な アルス タ ー の光景。
ナショナリスト支配下のアイルランドの騒乱(道徳的劣位を表象する)とユニオニズムが主流を









4 熱湯や石， 熊手， 等に よ っ て警官や兵士を攻撃す る借地農を見せ る ア イ ル ラ ン ド にお
ける土地追放の光景。年来の地代滞納の額と件数，地主が許容しようとする減額の程
度を，横の部分の表によって示す。
5 ミ ッ チ ェ ル タ ウ ン [マ マ] の暴動。 (a) 暴徒に追われて急ぎバ ラ ッ ク へ戻ろ う と す
る警官。 (b)暴徒への発砲，避難のためにバラックへ這ってしぺ負傷した警官。







7 庶民院に お け る ア イ ル ラ ン ド人議員の光景o
8 1885 年の ダイ ナ マ イ ト 爆破後の ウ エ ス ト ミ ン ス タ ー ・ ホ ー ルの光景O ロ ン ド ン に お
けるダイナマイト暴動のリストを添えて。







10 暴動を起 こすよ う に と 人々 を扇動す る ア イ ル ラ ン ド人議員の演説か ら ， 若干引用す る 。
11 秋期議会会期中にパー ネ ル派 と グ ラ ッ ド ス ト ン派が行 っ た演説の数を示す図o .
暴力や犯罪を扇動するナショナリストの同調者として，グラ yドストン派の位置が確定される。
13 政権掌握以降にユ ニ オ ニ ス ト 党政府が成立さ せた有益な方策の リ ス ト 。
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1888 年末な い し1889 年初頭に， リ ー グ指導部内のス ラ イ ド委員会で作成が決定さ れた 「ア




l ア イ ル ラ ン ド にお け る恐怖政治。
a 1888 年5 月27 日 ， マ ソ 力 一 シの殺害。
b 1888 年 3 月12 日 ， パ ト リ ッ ク ・ ロ ビ ン ス ンへの暴行。
c 1888 年9 月 4 日 ， ジ ョ ン ・ ミ ー ド の殺害。
d 1887 年 11 月8 日 ， ノ ぐ ト リ ッ ク ・ ク ア ー ク の殺害o
e 1888 年 5 月7 日 ， ジ ェ イ ム ズ ・ ク イ ン の殺害。
6 土地追放の光景。
7 獄中でサ ン ド ウ ィ ッ チ と シ エ リ ー を楽 し むオ ブ ラ イ エ ン O
8 髪を斬 ら れ， 暴行さ れ る娘た ち 。
9 家畜の損傷。










を作ることも試みられた。 1890 年 1 2 月 20日の『ガゼット』には，フィッシュポンズ支部
(ブリストル)のセクレタリであったアーサー・キーチが子紙を寄せ，雑誌に掲載されたイラス
トレイションをスライドに転用することを提案している O
たとえば， rム ー ン シ ャ イ ン 』 に最近掲載さ れた ， 今で は有名な出来事と な っ た 「パー ネ
ル氏と火災避難口」を扱う力一トゥーンをうまく利用する以上に人々を楽しませるやり方
が，現在ありうるでしょうか?もちろん，これはユーモラスな主題の lつであって，他に
も， r グ ラ フ ィ ッ ク 』 や 『イ ラ ス ト レ イ テ ッ ド ・ ロ ン ド ン ・ ニ ュ ー ズ』 か ら ， ア イ ル ラ ン
ドの情景，等についての好適な絵がたくさん抜き出せるでしょう 98 )。
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ても見ておこう。リーフレットの作成・刊行は， 1886 年総選挙の際に開始さ れて以降， リ ー グ
指導部の主要な任務の lつとなった(パンフレットやポスターも作成・刊行されたが，リーフレット
の点数が圧倒的に多い)。リーグ指導部の位置づけでは，演説が軽騎兵ならリーフレッ卜は歩兵





リーフレッ卜が充たすべき条件として挙げられたのが， r短 く ， 簡潔で， 堅固な合理性に裏
づけられ，単一のポイントに向けられ，プリムローズ・リーグ設立の基礎となった 3つの偉大
な原則[注 7参照]のどれかに結び、つく傾向をもっ」ことだった。わかりやすさに重点が置か
れていたことは明らかだろう。 1889年 4月 20日の『ガゼッ卜』には，いずれも農村部でリー
グの活動に従事していた 2人の人物が手紙を寄せ， r今や 自分た ちが完全に無知な問題につ い







る 100 ) 。




4 点， 来る べ き く庄市Ij ) を扱 っ た も のが2 点， ユ ニ オ ニ ス ト を扱 っ た も のが4 点， 保守党の対










10 月 ま での発行部数の ト ー タ ルは300 万近 く に達す る 10]) 。
1888 年2 月24 日 に は， ト ー タ ル16 点の リ ー フ レ ッ ト の発行停止が決定さ れて い る が， こ
れらのうちにも，タイトルからだけでも明らかにアイルランド関係であると推測できるものが
10 点， 他 に も グ ラ ッ ド ス ト ン を扱 っ た も のが 2 点含ま れて い る 。 断片的に言及 さ れて い る
リーフレットのトピックは， I フ ィ ッ ツ モ ー リ ス の殺害J Iア イ ル ラ ン ド にお け る法への抵抗」
「パーネリズムと犯罪」等であり，ナショナリストのく悪漢〉性を提示することに一番の力点
が置かれていたものと思われる 102 ) 0
ここで，リーグ指導部が刊行した「投票依頼者の教理問答:最もまことしやかなホーム・
ルール支持の議論への応答』を素材に，ホーム・ルール反対がどう論じられたか，具体的に検








収録されている 10の質問とそれへの応答を順次見ていくこととする 103 ) 0






じ血と信仰を有し， 2 つの国の聞の立法府のユ ニ オ ン を維持す る こ と を情熱的に追求 し て い ま
す。 J 104)つまり，第 lの応答は人種的に区切られたく 2つのアイルランド〉の対照的な性格を
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提示することで，議論の大枠を設定するのである。明らかにく劣等〉と認識される「ケルト」
に関する描写は，第 2の質問 (Iどうして 1885年の総選挙においてアイルランドはホーム・ルールの











「ケルティック・アイルランド」を支配する「アジテイター」という一方の主役は， rア メ リ カ
ン・アイリッシュ」と結託し，ブリテン帝国の解体を画策し，無知で盲従しがちな「ケルト」
をいいように利用しているく悪漢〉として登場する。また， rケ ル ト 」 を 「ア ジ テ イ タ - J に
「簡単に動かされ」る者たちとして描写することで，世論動向のメルクマールであるはずの総
選挙結果がもっ政治的意味は希薄化される。ここでは「アジテイター」と世論の手離が示唆さ
れていると考えてよかろう。第 3の質問 (I貴方がいうように， 1885 年に85 人の ホ ー ム ・ ルー ラ ー
が当選したのはアメリカン・アイリッシュの手によるのだとする根拠はなにかあるのですか? J) に対す
る応答では， r国民同盟がほ と ん ど コ ン ト ロ ー ルで き な い ア イ ル ラ ン ド の地域では … ・ ・ ・ ユ ニ
オンの維持を誓約する候補者が当選していること」が指摘され， rア ジ テ イ タ ー 」 と世論と は
さらに切り離される 106)。




にすぎないと決めつけたうえで，この質問への応答は， rア ジ テ イ タ ー 」 の支配下に あ る 多数
派に対置される少数派，すなわち「サクソンJ (アングロ・サクソニズムを拡張的に適用されたアル
スター・プロテスタント)には「アイルランドのすべての産業，すべての知性」が含まれている
ことを強調する。日IJの箇所では， rサ ク ソ ン 」 は 「富 と知性， 住民の勤勉を代表す る 」 者た ち
83
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ン」を指す]から成るアイルランドの 1 / 3は，分離への反対を宣言し，武器をもってこ
の宣言を貫くでしょう。つまり，分離が意味するのは，まずなによりも内戦，アイルラン
ド住民の少なくとも 1 / 3を代表するアイルランドに定住したイングランド人やスコット







く「アジテイター」を一方に， 1サ ク ソ ン 」 を他方に据え る二極の構図に よ っ て ホ ー ム ・ ルー
ルの問題を把握し，その中での自らが採るべき立ち位置を自覚することを受け手にアピールす
る作業が，この文書では第 1 '"'-' 4の質問への応答を通じて果たされるのである。
第 5 '"'-' 7の質問への応答で論じられるのはアイルランド統治のあり方である。二極構造の対
抗図式を前提としながら，いかなるく救出〉の展望がありうるかを提示しようとする部分とい
える。まず第 5の質問 (Iそれなら，貴方はどうするつもりですか?貴方はいつまでも強圧をつづける








強圧の意味をもっ特別法を適用することも不要になるでしょう。J I 09)第 4節で検討した保守党
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か? J) への応答では， こ の文書が冒頭で採 り あ げた論点 « 2 つ の ア イ ル ラ ン ド 〉 の対立 と 内戦の












るのでしょうか? J) に対す る応答では， グ ラ ッ ド ス ト ンへの批判が展開さ れ る o I グ ラ ソ ド ス ト
























えつつも，この文書が第 5節で整理した基本的構造を共有していることは否定できなし ' 0 Iケ
ルト」を支配する「アジテイター」を一方の極に， Iサ ク ソ ン 」 を他方の極に配 し ， ホ ー ム ­



































[1880'"-'82 年に ア イ ル ラ ン ド担当相] を引用す る な ら ， I"彼らは身も心貧欲で残酷な国民同





リーグ指導部が作成したポスターを簡単に紹介しておくと， 187 年12 月 の時点では4 点の
うち 3点がアイルランドを採りあげたものである (Iプリムローズ・リーグに関する真実」以外の
「土地追放の光景(誰が原因をつくったか ? ) J 1強圧 と は な にか ?J 1 ア イ ル ラ ン ド犯罪法の権限J ) 。 ナ
ショナリストの悪訴さと保守党のアイルランド統治が，明らかにクローズ・ア yプされている。
その後， 1890 年1 月 ま で に3 点が追加さ れて い る が， そ の う ち のI 点が ア イ ル ラ ン ド を扱 っ
ており (I政府は海軍に対してなにをしようとしているのか?J1急進党 [ 自 由党を指す] 議員の見解」
とともに「パルフォア氏はアイルランドのためになにをしたか? J) ， 第 l 次法案と第 2 次法案の谷間
の時期においても，依然としてアイルランドが重視されていたことがわかる 1 1 5 ) 0
(3)集会での発言
88
19 世紀末の ア イ ル ラ ン ド問題 と プ リ ム ロ ー ズ ・ リ ー グ (小関)
つづいて，支部や地域のレヴェルで、開催されたリーグの集会のような場面での発言に注目し












モリスンのいう「最も強力な論拠」は，実際，きわめて頻繁に持ち出された。 1886 年 3 月
13 日 に リ ッ チ モ ン ド女性支部で演説 し た マ ー ルボ ロ公爵夫人は， rア ジ テ イ タ ー に し て叛徒」
であるナショナリストを「テロリズム，アナーキー，反乱」によって特徴づけているし， 1893
年 2 月 1 日 に エ ン グル フ ィ ー ル ド支部 (パー ク シ ア ) で演説 し た W. R. ア ン ソ ニがナ シ ョ ナ リ
ストの形容に用いた単語は「治安妨害 J r反逆J r流血J r強奪J r不忠」 であ る 。 「プ ラ ン ・ オ
ヴ・キャンペーンを組織した無節操な政治家たち J (ウエスト・ライディングのセント・ニコラス
支部)， r土地同盟 と協調関係に あ る者た ち J (シュロップシアのリ一トン・ノルズ支部)， r暴徒の


























る 1 1 9)。
ナショナリス卜の悪掠さを描いておけば，グラッドストン派に「彼の主人，つまりアイルラ





振り出され，反逆に対して支払われるものです。J I 20 ) Iかつ て グ ラ ッ ド ス ト ン氏が流血 と 強奪
を通じて帝国の解体に向け前進していると呼んだJ (ダーラムの西ハートゥルプール支部) <悪漢〉
の意のままにされるく操り人形〉のイメージは，保守党に親近感を覚えるアソシエイトたちの





グのヴァレンタイン支部)つまり， I グ ラ ッ ド ス 卜 ン氏は 80 票を得る た め に ナ シ ョ ナ リ ス ト 党に
身を売ったJ (上記プリンシズ支部)，ホーム・ルールは「単純な賄賂J (レディング支部)である，
ということであり，こうした党利優先のイメージもリーグ支部のような場ではアピールしたと
思われる 121 ) 0
グラソドストンを批判する際には，例によって，ゴードンのエピソードが活用された。たと
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ジュパ・ヒノレでそうしたように[第 l次ボーア戦争において，ブリテン軍は 188 1 年 2 月
27 日 の マ ジ ュ パ ・ ヒ ルの戦いで決定的な敗北を喫 し た ]， そ し て勇敢で騎士道精神に充ち
たゴードンを見捨てた時にそうしたように，この首相は世界の諸国の問におけるイングラ





れる「忠誠」をはじめ， I信仰に篤いJ I勤勉J I繁栄J I愛国的J I遵法的」 と い っ た単語で形
容されるという意味では，たしかにく悪漢〉と対峠するに相応しいイメージで焦点を結んでい
るし，アルスター・プロテスタン卜を「われわれの肉と血を共有する 150 万人J (上記北ウォル
シャム支部)と呼んで，くわれわれ〉意識を喚起する語りも行われているのだが，く悪漢〉のよう
に具体的なエピソードに即して生々しく描写されることはほとんどなく，いわばく悪漢〉の影

















してプロテスタントである仲間への災難であり破滅J (ダービのジャーウィス支部)， Iア ジ テ イ
ターと無法な指導者に導かれる多数派への繁栄し勤勉な少数派の隷属J (チェシアのノース
ウィ yチ地区評議会)，といった論調でホーム・ルールは把握されたのであるから， <潜在的犠牲






そして退化に至るしかないだろう 126 ) 0



































ロウアンのような人物がヲ|っ張りだこの人気を得たのは， r ご く 最近ま で …… ア イ ル ラ ン ド








とって， rア イ ル ラ ン ド の全土， と り わ け ア ル ス タ ー地方の女王陛下の真に忠誠な臣民に対す
る卑劣な背信J (サウス・ケンジントンのジュビリー支部)， r忠誠で信仰に篤い少数派への恥ずべ
き裏切り J (ブライトン女性支部)に他ならなかった 1 30)。もちろん， <忠誠な南部，カソリ yク〉
















ては，宗派のみならず階級の壁をもこえるべきこともしばしば強調された。 1886年 4 月 28 日
にダーリントン支部でロンドンデリ公爵夫人が演説したように， Iブ リ テ ン帝国その も のの解





(北ウェイルズ、のパワイス支部)， Iあ ら ゆ る や り 方で， 力の限 り を尽 く し て ホ ー ム ・ ルー ル法案に
反対する J (上述のクリスタル・パレスにおける集会)，等々。ランカシアのディズ、パリ支部主催の
集会に出席した南ベルファスト選出の W.ジョンソン議員も， I こ の国のプ ロ テ ス タ ン ト の仲
間」が「感情においてだけでなく行動においても……アイルランドの同志とともに決起し，






気を集め， Iわれ ら はユ ニオ ンか ら離れ る のか ? / われ ら を創造 し た神にかけて， そん な こ と
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の問題を，リーグによるプロパガンダの成果に対象を限定して，若干考察しておこう。




















められているのであるから， rガゼ ッ ト 』 論説がい う 通 り ， 憂慮すべ き事態であ っ た こ と は間
















リーグの勢力拡大プロセスを，各々 3月 31日時点のメンバー数に即して見ると， 1885 年 :
11,366 (うちアソシエイト1，914) → 1 886年 200，837 (1 49， 266) → 1 887年 550， 508 (442,214)•
1888 年672，616 (575，235) →1889 年810，228 (705，832) →1890 年910，852 (801,261) •1891
年 1，00 1， 292 (887，068) →1901 年1，556，639 (1，4 1 6 ，473)，となる。第 l次法案が政治的焦点
となった時期にメンバー数が飛躍的に増加していること，この増加がなによりもアソシエイト
の流入によって実現していることは明らかであるOグラッドストンが第 l次法案提出の意向を









1889 年7 月17 日 ， ア ー サ ー ・ パル フ ォ ア は リ ー グ設立の タ イ ミ ン グにつ いて次の よ う に述
べている。「私が思うに，この偉大なる組織は最も必要とされる瞬間に誕生しました。イング
ランドの歴史上初めて，帝国の名誉や安全，結束はもはや国家を支える両政党の支持を得なく











19 世紀末の ア イ ル ラ ン ド問題 と プ リ ム ロ ー ズ ・ リ ー グ (小関)
しかし国制はともかくとして， 1910 年代 と も な る と ， 帝国や私有財産権に かかわ る ホ ー
ム・ルールの意味は重大に変容していた。まず後者について見れば，アシュボーン法からバル






のホーム・ルール反対という前者にかかわる議論も， 1901 年の オ ー ス ト ラ リ ア連邦成立，




した 145 ) 。
さらに，保守党政権が推進した「建設的ユニオニズム」路線は膨大な費用を必要としたため，
連合王国の他の構成部分が蔑ろにされているとの批判が浮上する。保守党統治によるく救出〉
という展望に，異議が突きつけられたのである。しかも， I建設的ユ ニオ ニ ズム 」 の 1 つ の帰
結は， 1898 年の地方自治法に よ っ て ， ア ル ス タ ー を除 く ア イ ル ラ ン ド の地方自治体を ナ シ ョ
ナリストに掌握させることであった。 1906年以降の自由党政権下においてもアイルランドに
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次・第 2次法案はいわばクライマックスに向けての前史として位置づけられるにすぎな l )。そし
て，クライマックスにかかわる叙述の中では， 1 ブ リ テ ン君主と ブ リ テ ン国旗への忠誠心」 の有
無に応じて，アイルランドには 1 2つの国民」が存在することを前提に，一方の極にある「ナ
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